
ＧＩＧＡで変わる「新たな学び」 

小松市教育委員会 

 

〇 ＧＩＧＡスクール構想 

これからの情報化社会を生きる子どもたちには、ＩＣＴを効果的に活用する力が求められています。

そのため、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、児童生徒に一人１台の学習用端末を貸与

して、授業等で活用します。 

 

〇 ねらい 

・ 確かな思考力・判断力・表現力を有し、豊かな創造力を発揮する「こまつっ子」を育てます。 

・ これからの社会に必要な、情報活用能力やコミュニケーション能力をもった「こまつっ子」を育

てます。 

 

                      ×             ＝ 

  

 

 

 

 

〇 一人１台 学習用端末の活用 

小松市では、「授業支援ソフト」を導入した学習用端末（OS：Windows）を学校の授業で活

用します。また、必要に応じて家庭でも学習用端末を活用して学びを深めていきます。 

 まずは、学習用端末の操作に慣れることが必要です。授業で繰り返し使うことにより、基本的な操作

を習得し、授業支援ソフト等を活用して学習していきます。 

 

１．授業の中で個別学習 

・ 一人一人の興味・関心に合わせ、インターネットを用いた情報収集、写真や動画に

よる記録等の学習を進めます。 

・ 一人一人の習熟の程度に応じて学習課題に取り組みます。 

・ デジタル教材を用いて思考を深める学習を行います。 

  

「教えてもらう」から「自分（たち）で学ぶ」学習スタイルへ 

従来の教育実践 

 

ＩＣＴ 

・主体的・対話的で深い学び 

・一人一人に個別最適化された学び 

・社会とつながる協働的・探究的な学び 



２．授業の中で協働学習 

・ グループや学級の中で、発表したり話し合ったりします。 

・ グループやペアの意見・考えを議論して整理します。 

・ グループでの分担、協働による作品制作を行います。 

 

３．学習用端末の活用が進むと・・・ 

・ 学習用端末を持ち帰って家庭学習（宿題・自学課題等）に取り組みます。 

・ 非常時には、自宅で学習に参加したり交流したりする機会をもつことができます。 

・ 様々な人と交流授業を行います。 

 

 

 

 

 

 

〇 学習用端末を大切な学習ツールとして扱うことを指導します。 

・ 学校の授業等で学習用端末を利用する場合には、市や学校で設けたルールで使用していきます。 

・ フィルタリング設定がなされていますので、不適切なウェブサイトにアクセスできないようにな

っています。 

・ ＩＤとパスワードは個人で管理します。他人に自分のＩＤとパスワードを教えないように指導し

ます。また、他人のＩＤとパスワードを使って操作することは絶対にしないよう指導します。 

・ 自分や他人の個人情報（名前、住所、電話番号、誕生日等）、写真や動画はインターネット上に 

絶対に掲載しないように指導します。 

・ 自分の思いや考えを表現する場合は、「相手意識」をもち、相手を傷つけたり嫌な思いをさせた 

りしないように指導します。 

・ カメラの使用（撮影）は、学習の一環として教師が許可した場合のみ使用し、人物を撮影する場

合は、必ず相手に撮影の許可をとって行うように指導します。 

・ 使用する際には長時間連続の使用を避け、適度な休憩（30分に 1回は、20秒遠くを見る）をはさ

みながら目を休ませるようにすること、よい姿勢で使用する（30cm以上離す）ことを指導します。 

（文部科学省のガイドラインによる） 

・ 正しくない扱い方、故意の破損や紛失等の場合には、ご家庭の負担を求める場合があります。 

ご了承ください。（県 PTA連合会 小中学生総合保障制度があります。） 

 

※ 後日、学習用端末を利用する際の使用上の留意点や同意書等のお願いについてご案内いたします。 

※ 学習用端末の利用等について疑問や不安な点がございましたら、学校までご連絡ください。 

これからは、学習用端末が大切な学習ツールになります 

 

学校での学習用端末利用について 


